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■
日
本
一
危
険
な
原
発 

稼
働
45
年
の
東
海
第
二

原
発
は
、
東
日
本
大
震
災

で
被
災
し
て
以
来

13

年

間
止
ま
っ
た
ま
ま
で
す
。 

国
内
で
一
番
住
民
生
活

の
近
く
に
あ
り
、
５
㌔
圏

内
に
は
６
万
４
千
人
も
の

住
民
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
研
究
炉
や
再
処

理
を
行
な
っ
て
き
た
施
設
、

東
京
ガ
ス
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地

も
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
ま
す
。

東
海
村
は
国
内
一
危
険
が

大
き
い
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 ■
施
工
不
良
が
発
覚
！ 

昨
年
９
月
、
工
事
関
係

者
か
ら
大
名
み
え
子
村
議

に
告
発
が
あ
り
、
安
全
対

策
工
事
の
要
で
あ
る
防
潮

堤
工
事
に
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
未
充
填
や
鉄
筋
の
変

形
、
鉄
筋
カ
ゴ
の
高
止
ま

り
な
ど
重
大
な
欠
陥
が
あ

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

日
本
原
電
は
６
月
に
は
こ

れ
を
認
識
し
て
い
た
の
に
、

共
産
党
が
記
者
会
見
で
公

表
す
る
日
ま
で
明
ら
か
に

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 ■
造
り
直
し
が
必
要
!? 

そ
の
後
、
今
年
５
月
に

原
子
力
所
在
地
域
首
長
懇

談
会
の
６
市
村
の
首
長
が

現
場
を
確
認
。
東
海
村
長

は
会
見
で
「
結
構
大
変
な

不
具
合
と
感
じ
た
」
と
述

べ
ま
し
た
。 

ま
た
、
６
月
に
は
、
規

制
委
員
会
が
日
本
原
電
の

示
し
た
設
計
変
更
計
画
に

難
色
を
示
し
、
「
基
礎
の

造
り
直
し
」
も
検
討
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。 

告
発
さ
れ
た
方
は
、

「
防
潮
堤
は
原
子
炉
を
守 

る
為
だ
け
の
も
の
で
は
な

い
。
住
民
を
守
る
大
切
な

も
の
だ
。
工
事
を
す
る
な

ら
き
ち
ん
と
行
い
、
そ
れ

が
で
き
な
い
な
ら
工
事
は

や
め
る
べ
き
だ
」
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
告
発
者
の

良
心
が
「
安
全
神
話
」
に

警
鐘
を
鳴
ら
し
、
住
民
の

安
全
を
守
ろ
う
と
し
た
も

の
で
す
。 

 
 ■

能
登
地
震
の
教
訓 

能
登
半
島
地
震
で
志
賀

原
発
の
燃
料
プ
ー
ル
の
放

射
性
物
質
を
含
む
冷
却
水

が
溢
れ
、
外
部
電
源
の
停

止
も
あ
っ
て
、
「
稼
働
し

て
い
た
な
ら
福
島
第
一
原

発
事
故
と
同
じ
惨
事
が
起

き
て
い
た
」
と
の
指
摘
も

あ
り
ま
す
。
今
も
続
く
道

路
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸

断
を
見
れ
ば
、
「
避
難
計

画
」
が
絵
に
か
い
た
餅
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。 

 ■
廃
炉
の
決
断
を
！ 

頻
発
す
る
東
海
第
二
原

発
の
火
災
は
、
県
知
事
や

東
海
村
長
か
ら
警
告
を
受

け
て
お
り
、
「
組
織
風
土

に
問
題
が
あ
る
」
と
ま
で

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
こ
そ
廃
炉
の
決
断
を

す
る
時
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

 
 

 

                                        

                                       

明るい東海 
日本共産党東海村委員会 

〒319-1112 東海村村松 2401-2（大名みえ子気付） 

電話/Fax:284-0761 E-mail:toukai@oona-mieko.info 

お変わりありませんか？今年も酷暑の夏になりそうで

す。どうぞお身体にお気をつけてお過ごしください。 

さて、物価高騰が止まらず、くらしが大変です。岸田政

権は、アベノミクスを継続するとして異常な円安を容認

し、大企業の内部留保は５２８兆円と史上空前となる中、

実質賃金は減り続けています。昨年実施した共産党の村民

アンケートでも生活が苦しくなったとの回答が７５％にの

ぼりました。それに追い打ちをかけるように、４３兆円も

の軍事費を捻出する大増税が予定されています。 

こうした国民不在の政治を推し進

めてきた「裏金議員」、自公政権に

怒りが広がっています。 

軍拡 NO！、増税 NO！、そして危険 

な東海第二原発の再稼働 NO！の声を

大きく広げ、市民と野党の共闘を強

めて、来る総選挙で岸田政権 NO！の

審判を下しましょう。 

日本共産党の政策をお知らせします 

危
険
な
東
海
第
二
原
発
の 

再
稼
働
は
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う 

テラチャンネルより 政
治
を
変
え
る
、フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
。

衆院
5区 

あなたの願いを日本共産党へ 

日本共産党衆議院茨城５区（東海

村・日立市・高萩市・北茨城市）の予定

候補、千葉たつおさんのプロフィール

を紹介します。 

●１９８２年生まれ ●神奈川県藤沢

市出身 ●信州大学理学部卒 

●全学連中央委員長 ●日本エクス・

クロン㈱勤務 ●２０１９年～日立市

議１期 ●現在党県常任委員、県党青

年学生部長 ●家族は妻、２女、１男 

 

日本共産党茨城県青年学生部長 

♯比例は日本共産党 

 塩川鉄也      梅村さえ子 
 

衆議院議員 元衆議院議員 
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食
料
・
農

業
・
農
村
基

本
法
「
改
正
」

案
が
自
公

与

党
の
多

数
で
可

決

し
ま
し
た
。 

気

候

変

動
や
戦
争

の
勃

発
に

よ
っ
て
食
糧

の
輸

入

が

困
難
な
事

態
に
な
っ
た

ら
「
サ
ツ
マ

イ
モ
や
昆
虫

を
た
べ
ろ
」

と
い
う
非
現

実
的
な
も
の

で
す
。 

そ
の
中
身
を
み
る
と
・・・ 

●
食
料
自
給
率
向
上
の
放
棄  

日
本
の
食
料
自
給
率
は

38
％
と
、
世
界
１
８
５
ヵ
国

中
１
２
９
位
。
本
来
な
ら
真

っ
先
に
自
給
率
を
上
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
基

本
法
か
ら
自
給
率
向
上
を

外
し
ま
し
た
。 

●
戦
時
さ
な
が
ら
の
作
付
け

強
制 

「
戦
時
食
糧
法
」（
食
料

供
給
困
難
事
態
対
策
法
で

は
、
イ
モ
な
ど
の
作
付
け
を

強
制
し
、
イ
ザ
と
言
う
と
き

は
一
日
イ
モ
３
食
、コ
メ
は

一
日
一
食
、お
か
ず
は
野
菜
、

魚
は
一
日
一
回
、
肉
と
卵
は

一
か
月
に
一
回
と
戦
時
中

の
よ
う
な
悲
惨
な
も
の
で
す
。 

●
食
料
輸
入
大
国
な
の
に
さ

ら
に
輸
入
拡
大
、
一
方
で
食

料
輸
出 

今
で
も
７
～
９
割
の
食
料

や
肥
料
の
海
外
依
存
で
す
。

政
府
は
、
輸
入
農
水
産
物

を
加
工
し
て
輸
出
額
は
１

兆
円
突
破
し
た
と
誇
っ
て
い

ま
す
が
、
現
在
の
輸
入
農
産

物
の
総
額
は
１
３
兆
円
に
も

の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。 

●
新
規
就
農
対
策
ゼ
ロ
、
価

格
補
償
・
所
得
補
償
は
拒
否 

今
後
20
年
間
に
農
の
担

い
手
は
１
２
０
万
人
か
ら

30
万
人
に
減
る
と
し
な
が

ら
、
農
民
の
代
わ
り
に
ロ
ボ

ッ
ト
や
ド
ロ
ー
ン
、Ａ
Ｉ（
人

工
頭
脳
）
を
使
い
、
ロ
ボ
ッ

ト
農
業
で
し
の
ぐ
と
言
い
ま

す
。ア
メ
リ
カ
や
Ｅ
Ｕ
で
は
普

通
に
行
わ
れ
て
い
る
農
産

物
の
価
格
保
証
と
農
家
の

所
得
補
償
を
か
た
く
な
に

拒
否
し
、
農
業
予
算
を
削

減
し
続
け
て
い
ま
す
。 

●
農
協
組
合
長
も
批
判 

常
陸
農
業
協
同
組
合 

組
合
長
秋
山
豊
さ
ん
は
、こ

の
基
本
法
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
言
っ
て
い
ま
す
。 

「
農
業
の
担
い
手
対
策
が

何
ら
と
ら
れ
て
い
な
い
。

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、

農
業
資
材
、
雇
用
労
賃
の

高
騰
な
ど
す
べ
て
の
農
家

が
厳
し
く
生
産
力
が
落
ち

て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
手

を
打
た
ず
、
ス
マ
ー
ト
農

業
や
輸
出
を
進
め
る
法
人

な
ど
の
経
営
が
主
体
で
、

自
給
力
の
あ
る
家
族
経
営

は
邪
魔
だ
と
言
わ
ん
ば
か

り
で
す
。
食
料
自
給
率
の

目
標
を
設
定
し
、
国
内
生

産
の
増
大
を
目
指
す
こ
と

が
必
要
で
す
」 （
4/8
付「
農

民
」新
聞
よ
り
） 

●
持
続
可
能
な
農
業
を 

日
本
共
産
党
は
、
農
業

を
国
の
基
幹
に
位
置
付
け
、

自
給
率
向
上
、
輸
入
路
線

の
転
換
、
農
業
予
算
大
幅

増
額
と
、
価
格
保
証
や
所

得
補
償
を
充
実
さ
せ
て
、
担

い
手
の
確
保
を
提
案
し
て
い

ま
す
。 

   

内
閣
府
は
、
今
年
５
月

①
東
海
第
二
発
電
所
、
②

三
菱
原
子
燃
料
㈱
、
③
原

子
燃
料
工
業
㈱
を
土
地
利

用
規
制
法
上
の
「
重
要
施

設
」
に
指
定
し
、
そ
の
外

周
か
ら
１
㌔
圏
内
を
注
視

区
域
に
指
定
し
ま
し
た
。 

①
に
は
白
方
の
大
部
分

と
真
崎
の
東
側
、
豊
岡
全

域
、
亀
下
の
一
部
、
②
が

舟
石
川
の
大
部
分
、
③
が

川
根
、
押
延
、
緑
ヶ
丘
団

地
全
域
と
須
和
間
の
大
部

分
が
入
り
ま
す
（
左
図
）
。 

（
公
報
と
う
か
い
５
月
号
で

簡
単
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
） 

 

■
土
地
利
用
規
制
法
（
重

要
土
地
調
査
法
）
と
は
？ 

 

２
０
２
１
年
６
月
に
成

立
し
た
こ
の
法
律
は
、
政

府
が
安
全
保
障
上
重
要
と

す
る
米
軍
や
自
衛
隊
の
施

設
、
海
上
保
安
庁
の
施
設
、

原
発
な
ど
「
重
要
施
設
」

の
周
囲
約
１
㌔
と
国
境
離

島
等
を
「
注
視
区
域
」
に

指
定
し
、
そ
の
区
域
内
の

土
地
・
建
物
の
所
有
者
や

賃
借
人
な
ど
す
べ
て
の
住

民
を
調
査
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
し
た
も
の
で
す
。 

 

■
機
能
阻
害
行
為
と
は
？ 

注
視
区
域
で
は
、
国
が

施
設
等
の
機
能
を
阻
害
さ

れ
な
い
よ
う
利
用
状
況
を

調
査
す
る
た
め
に
、
関
係

行
政
機
関
等
に
対
し
て
情

報
提
供
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
機
能
阻
害
行
為

と
は
何
か
が
明
示
さ
れ
て

お
ら
ず
、
政
府
が
決
め
る

こ
と
と
さ
れ
、
恣
意
的
な

運
用
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。 

 

■
違
反
に
は
罰
則
も 

施
設
の
機
能
を
阻
害
す

る
と
判
断
す
れ
ば
、
政
府

は
必
要
な
勧
告
、
さ
ら
に 

 
 は

措
置
命
令
を
下
す
こ
と

が
で
き
、
命
令
に
違
反
す

る
と
「
二
年
以
下
の
懲
役

若
し
く
は
二
百
万
円
以
下

の
罰
金
」
等
の
罰
則
ま
で

つ
い
て
い
ま
す
。 

 ■
個
人
情
報
の
収
集
が…

 

調
査
の
目
的
は
「
阻
害

行
為
の
有
無
」
で
す
か
ら
、

利
用
者
及
び
そ
の
他
の
関

係
者
の
思
想
や
信
条
、
日

常
の
行
動
、
ど
ん
な
人
間

と
つ
き
あ
っ
て
い
る
か
な

ど
の
個
人
情
報
に
及
び
ま

す
。
政
府
は
、
住
民
同
士

の
監
視
、
情
報
提
供
も
検

討
し
て
い
ま
す
。 

 

■
原
発
の
周
囲
に
住
ん
で

い
る
だ
け
で
ナ
ゼ
監
視
？ 

生
活
関
連
施
設
と
し
て

原
発
の
よ
う
な
施
設
の
周

り
ま
で
規
制
す
る
こ
と
は

諸
外
国
に
も
例
が
あ
り
ま

せ
ん
。
逆
に
、
政
府
が
勝

手
に
決
め
る
の
で
す
か
ら
、

多
数
の
原
子
力
関
連
施
設

が
存
在
す
る
東
海
村
は
全 

 

れ
か
ね
ま
せ
ん
。 

 

■
強
ま
る
国
民
監
視
と 

国
家
統
制 

安
倍
内
閣
以
後
、
秘
密

保
護
法
、
戦
争
法
、
共
謀

罪
法
、
土
地
利
用
規
制
法

と
、
戦
争
準
備
の
悪
法
が

次
々
と
強
行
さ
れ
ま
し
た
。

岸
田
内
閣
も
経
済
秘
密
保

護
法
、
地
方
自
治
法
改
悪

な
ど
、
国
民
監
視
と
国
家

統
制
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。 

「
敵
の
攻
撃
対
象
」
を
守

る
と
の
名
目
で
、
国
民
を

日
常
的
に
監
視
し
、
平
和

運
動
や
原
発
反
対
運
動
を

抑
え
込
む
の
が
ね
ら
い
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

食料・農業・農村基本法の改悪を強行 

世界で最初に飢えるのは日本人!? 
 

自
分
の
土
地
が
注
視
区
域
？ 

原
子
力
３
施
設
周
辺
を
指
定
！ 

 

①東海第二原発の周辺 

③原子燃料工業㈱の周辺 

②三菱原子燃料工業㈱の周辺 

重要施設と注視区域 

域
が
注
視
区
域
に
指
定
さ 


